
新
学
期
が
ス
タ
ー
ト
し

て
２
週
目
の
１
月
17

日

（
木
）
に
池
袋
に
あ
る

「
メ
ロ
ス
言
語
学
院
」
の

留
学
生
38
名
が
来
校
し
、

１
年
生
全
員
と
交
流
会
を

実
施
し
た
。
中
国
・
韓
国

を
中
心
に
・
台
湾
・
タ
イ
・

マ
レ
ー
シ
ア
・
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
・
ネ
パ
ー
ル
・
イ
ン

ド
・
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
９
ヶ

国
の
留
学
生
が
１
ク
ラ
ス
、

４
グ
ル
ー
プ
の
生
徒
の
輪

の
中
に
入
っ
て
、
３
つ
の

テ
ー
マ
ご
と
に
グ
ル
ー
プ

を
移
動
し
て
、
語
り
合
っ

た
。
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ

「
将
来
の
夢
」
で
は
留
学

生
の
将
来
の
夢
を
聞
き
つ

つ
、
生
徒
た
ち
も
日
頃
話

す
こ
と
の
少
な
い
ク
ラ
ス

メ
ー
ト
と
も
、
自
分
自
身

の
夢
を
語
る
な
ど
生
徒
同

士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
良
い
機
会
に
も
な
っ

た
。
そ
の
後
吹
奏
楽
部
が

小
体
育
館
で
動
き
を
交
え

た
演
奏
を
留
学
生
の
前
で

披
露
し
た
。
昨
年
11
月
に

は
３
年
生
の
中
国
語
・
韓

国
語
の
選
択
授
業
に
参
加

し
、
来
年
度
こ
の
授
業
を

選
択
す
る
２
年
生
達
と
の

放
課
後
交
流
会
を
開
い
た
。

そ
の
時
見
学
し
た
吹
奏
楽

部
の
演
奏
に
感
激
し
た
留

学
生
か
ら
要
望
で
実
現
。

１
月
25
日
国
際
教
育
研

究
部
会
主
催
の
第
16
回
英

語
・
日
本
語
弁
論
大
会
が

千
葉
市
民
会
館
で
開
催
さ

れ
た
。
本
校
２
年
８
組
河

野
爽
さ
ん
が
日
本
語
第
三

部
門
で
準
優
勝
を
獲
得
し

た
。
「
練
習
の
成
果
を
発

揮
し
て
、
堂
々
と
し
た
発

表
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
」

と
指
導
に
あ
た
っ
た
鈴
木

一
良
先
生
の
言
葉
で
す
。

『
受
動
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
視
点
か
ら
能
動
的
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
視
点
へ
』

と
題
し
て
、
幼
稚
園
の
頃

か
ら
現
在
ま
で
ガ
ー
ル
ス

カ
ウ
ト
を
通
し
て
培
っ
た

経
験
を
基
に
「
世
界
の
片

隅
で
自
分
の
未
来
に
希
望

が
な
い
と
下
を
向
い
て
い

る
子
供
達
に
『
大
丈
夫
だ

よ
』
と
力
強
く
励
ま
し
て

あ
げ
ら
れ
る
人
間
に
成
長

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

貧
困
で
苦
し
ん
で
い
る
人

達
の
国
に
行
き
全
力
で
支

援
活
動
を
し
た
い
。
そ
の

た
め
の
努
力
を
重
ね
た
い
。
」

と
爽
さ
ん
は
語
っ
た
。
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外
務
省
主
催
の
「
キ
ズ
ナ
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
で
来
日
し
た
カ
ナ
ダ
・
ケ
ベ
ッ
ク
州
モ
ン

ト
リ
オ
ー
ル
市
に
あ
る
ト
ラ
フ
ァ
ル
ガ
ー
女
子

学
校
の
高
校
生
23
名
が
、
市

川
ユ
ネ
ス
コ
協
会
の
協
力
で

１
月
12
〜
14
日
近
隣
の
高
校

生
宅
に
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
し
た
。

本
校
か
ら
２
家
族
の
協
力
を
得
て
、
カ
ミ
ー
ル
・

ジ
ェ
ー
ン
・
コ
ッ
カ
ー
ト
ン
さ
ん
、
ミ
カ
エ
ラ
・

フ
ィ
ー
ル
ト
さ
ん
の
２
名
が
そ
れ
ぞ
れ
１
年
５

組
戸
澤
美
桜
さ
ん
と
２
年
５
組
大
城
悠
実
さ
ん

の
家
族
と
と
も
に
過
ご
し
た
。
『
自
分
の
娘
が

一
人
増
え
る
よ
う
な
気
持
ち
で
カ
ム
（
カ
ミ
ー

ル
）
を
心
待
ち
に
し
て
い
た
。
プ
リ
ク
ラ
を
撮

り
、
原
宿
や
渋
谷
の
人
の
多
さ
と
所
狭
し
と
並

ぶ
洋
服
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
に
目
を
奪
わ
れ
た
よ

う
だ
。
日
本
の
冬
の

日
常
生
活
を
味
わ
っ

て

も
ら
え
た

。
』

（
戸
澤
さ
ん
の

母
親
よ
り
）

『
自
分
の
英
語
が
ど

れ
だ
け
伝
わ
る
か
不

安
だ
っ
た
が
、
共
通
の
話
題
が
大

き
な
助
け
に
な
っ
た
。
カ
ナ
ダ
の

こ
と
や
生
活
習
慣
の
違
い
を
お
互

い
に
認
識
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
カ
ナ
ダ
に
遊

び
に
来
て
と
言
わ
れ
て

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
交
流

を
続
け
た
い
。
』
（
大

城
さ
ん
よ
り
）

吹
奏
楽
部
演
奏
を

披
露

輪
を
作
り
膝
を
つ
き
合
わ
せ
て

カ
ナ
ダ
の

女
子
高
生
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

来
日
数
ヶ
月
な
が
ら
、

流
暢
な
日
本
語
で
、
夢
を
語
る
留
学
生
に

留
学
生
と
の
交
流
会
の

同
日
、
第
３
回
「
開
か
れ

た
学
校
づ
く
り
」
委
員
会

が
午
後
２
時
か
ら
本
校
応

接
室
に
て
開
催
さ
れ
た
。

内
容
と
し
て
は
、
佐
々
木

委
員
長
あ
い
さ
つ
の
後
、

総
合
的
な
学
習
（
異
文
化

交
流
「
留
学
生
と
の
交
流

会
」
）
を
参
観
、
学
校
評

価
、
意
見
交
換
（
生
徒
会

の
生
徒
も
交
え
て
）
を
し

て
頂
い
た
。

『
今
日
の
国
際
交
流
は
、

お
互
い
の
息
づ
か
い
が
わ

か
る
く
ら
い
の
関
係
で
ざ
っ

く
ば
ら
ん
に
話
し
合
っ
て

す
ご
く
成
功
だ
と
思
う
。
』

『
一
番
う
れ
し
か
っ
た
の

は
、
生
徒
会
の
皆
さ
ん
が

昴
高
校
を
選
ん
で
良
か
っ

た
。
楽
し
い
毎
日
を
送
っ

て
い
る
と
言
う
こ
と
』
な

ど
の
意
見
を
頂
い
た
。
最

後
に
吹
奏
楽
部
の
演
奏
鑑

賞
で
終
了
し
た
。

弁
論
大
会
で
準
優
勝

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
委
員
会

頂
い
た
数
多
く
の
貴
重
な
提
言
を
、

今
後
の
学
校
運
営
に
役
立
て
て
い
き
ま
す
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戸
澤
さ
ん
親
子

と
カ
ム
さ
ん

大
城
さ
ん
と
ミ

カ
エ
ラ
さ
ん

力
強
く
励
ま
し
て
あ
げ
ら
れ
る
人
間
に
成
長
し
た
い

委員を前に意見を述べる生徒会役員

留学生を前に小体育館で


